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工
費
は
約
１
０
２
億
円
。

計
画
時
か
ら
無
駄
な
公
共

事
業
と
の
指
摘
も
あ
っ
た

が
、
２
０
１
９
年
の
台
風

19
号
で
、
平
井
川
が
増
水

し
、
川
沿
い
を
通
る
都
道

１
８
４
号
線
が
寸
断
さ
れ

た
。
上
流
地
域
が
孤
立
化

し
た
こ
と
で
、
事
業
の
重

要
性
が
高
ま
っ
た
。

さ
れ
る
と
と
も
に
、
梅

ヶ
谷
峠
を
越
え
る
都
道

２
５
１
号
線
の
迂
回
ル
ー

ト
と
し
て
機
能
し
て
い
る

と
い
う
。

　

同
ト
ン
ネ
ル
で
は
、
12

時
間
当
た
り
約
７
４
０
台

の
車
両
が
通
行
。
青
梅
市

と
日
の
出
町
の
ア
ク
セ
ス

性
が
向
上
し
た
ほ
か
、
梅

ヶ
谷
峠
入
り
口
交
差
点
か

ら
肝
要
の
里
付
近
ま
で
の

所
要
時
間
は
約
20
分
か
ら

同
ト
ン
ネ
ル
を
使
う
こ
と

で
約
5
分
に
短
縮
さ
れ

た
。

　

同
ト
ン
ネ
ル
は
全
長

１
３
３
３
㍍
、
道
路
幅
員

が
7
㍍
（
2
車
線
）、
歩

道
幅
員
が
２
・
５
㍍
。
総

災
性
や
青
梅
市
と
日
の
出

町
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上

し
た
と
評
価
し
た
。
道
路

網
の
ダ
ブ
ル
ル
ー
ト
化
が

図
ら
れ
、
大
久
野
地
域
の

都
道
１
８
４
号
線
沿
道
の

孤
立
化
の
リ
ス
ク
が
低
減

た
。
日
の
出
町
大
久
野
か

ら
青
梅
市
梅
郷
1
丁
目
ま

で
を
結
ぶ
同
ト
ン
ネ
ル
。

ト
ン
ネ
ル
を
含
む
約
１
・

５
㌔
の
区
間
が
昨
年
3
月

効
果
を
調
査
し
た
。

　

都
は
今
回
、
地
域
の
防

　

梅
ヶ
谷
ト

ン
ネ
ル
開
通

後
の
利
用
状

況
と
整
備
効

果
を
1
月
15

日
、
東
京
都

が
発
表
し

地域の防災性・アクセス性向上
梅ヶ谷トンネルの整備
効果、東京都が発表

　

井
上
信
治
衆
院
議
員
が

支
部
長
を
務
め
る
自
民
党

青
梅
総
支
部
で
は
総
支
部

再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
る
。
市
議
や

総
支
部
役
員
ら
９
人
で
組

織
す
る
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
一
昨
年
12
月

に
発
足
。
座
長
を
務
め
る

鴨
居
孝
泰
市
議
の
下
、
数

回
に
渡
り
議
論
を
重
ね
、

昨
年
６
月
末
に
は
再
生
プ

ラ
ン
（
案
）
を
ま
と
め
た
。

　

プ
ラ
ン
で
は
、
地
域
党

員
数
が
２
０
１
２
年
か
ら

３
割
減
少
し
、
組
織
の
弱

体
化
、高
齢
化
に
直
面
し
、

活
動
量
が
低
下
し
て
い
る

と
し
、
直
近
２
回
の
都
議

選
と
一
昨
年
11
月
の
青
梅

市
長
選
の
惨
敗
は
必
然
の

結
果
だ
っ
た
と
、
厳
し
い

認
識
を
明
か
し
、
再
生
へ

の
道
筋
を
示
し
た
。

　

再
生
に
向
け
て
は
、「
組

織
の
改
革
‐
あ
ら
ゆ
る
場

所
で
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
活

躍
の
場
を
」、「
活
動
の
再

建
‐
党
勢
拡
大
と
再
結
束

を
」、「
選
挙
に
お
け
る
勝

利
を
目
指
し
て
‐
都
議
会

議
員
・
市
長
の
奪
還
を
」

を
柱
に
不
断
の
反
省
と
改

革
を
進
め
る
と
し
て
い

る
。

　

組
織
の
改
革
で
は
、
支

会
ご
と
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
創

設
す
る
、
準
党
員
制
度
の

活
用
、
女
性
部
役
員
の

強
化
、
活
動
の
再
建
で

は
、
無
党
派
層
や
若
年
層

へ
の
浸
透
、
企
業
・
団
体

へ
の
浸
透
、
市
議
会
議
員

団
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

発
揮
、
選
挙
に
お
け
る
勝

利
を
目
指
し
て
で
は
、
立

候
補
予
定
者
の
早
急
な
確

定
と
政
治
活
動
の
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
と
し
て
い

る
。

　

再
生
プ
ラ
ン
（
案
）
は

３
月
に
も
開
催
予
定
の
青

梅
総
支
部
総
会
で
承
認
さ

れ
る
見
込
み
だ
。

　

だ
が
、
前
途
は
厳
し
い

も
の
が
あ
る
。
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
今
夏

の
都
議
選
、
市
長
選
の
対

応
で
、
候
補
予
定
者
に
目

途
が
立
た
な
い
こ
と
だ
。

差
し
迫
っ
た
都
議
選
で
は

立
候
補
に
意
欲
の
あ
る
も

の
が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

女
性
落
下
傘
候
補
も
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
る
。

　

都
議
選
に
は
都
民
フ
ァ

ー
ス
ト
の
会
代
表
の
森
村

隆
行
氏
が
万
全
の
体
制
で

３
選
を
目
指
す
。
２
年
10

カ
月
先
に
な
る
市
長
選
で

は
大
勢
待
利
明
氏
が
現
職

の
盾
を
構
え
て
再
選
に
臨

む
。

　

井
上
衆
院
議
員
は
逆
風

下
に
あ
っ
て
も
昨
年
10
月

の
衆
院
選
で
圧
勝
し
、
８

選
を
果
た
し
た
。
対
戦
相

手
に
恵
ま
れ
て
き
た
と
は

言
え
、
自
民
党
が
野
党
に

転
落
し
た
２
０
０
９
年
の

総
選
挙
を
含
め
こ
れ
だ
け

の
連
続
当
選
は
与
野
党
合

わ
せ
て
も
数
少
な
い
。
党

内
で
の
存
在
感
も
増
し
て

い
る
。
自
民
党
政
調
会
長

代
理
、
都
連
会
長
、
麻
生

派
事
務
局
長
、
予
算
委

員
会
で
の
与
党
筆
頭
理

事
。
井
上
衆
院
議
員
が

国
会
で
、
テ
レ
ビ
討
論

で
、
大
車
輪
の
活
躍
だ
。

２
０
２
５
年
も
自
民
党
の

顔
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　

対
照
的
に
都
議
や
市
長

候
補
に
押
さ
れ
る
リ
ー
ダ

ー
的
地
方
議
員
が
育
っ
て

い
な
い
現
実
が
あ
る
。
こ

の
事
態
は
再
生
に
向
け
大

き
な
宿
題
に
な
っ
て
い

る
。　
　
　
（
岡
村
信
良
）

武
蔵
御
嶽
神
社
で
「
太
占
祭
」

　

青
梅
市
御
岳
山
の
武

蔵
御
嶽
神
社
で
1
月
3

日
早
朝
、
今
年
の
農
作

物
の
出
来
具
合
を
占
う

「
太ふ
と
ま
に
さ
い

占
祭
」
が
行
わ
れ

た
。

　

斎
主
、
祭
員
、
行
事
所

役
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
、

鹿
の
肩
甲
骨
を
炙あ
ぶ

っ
て
で

き
た
割
れ
目
の
位
置
か

ら
、
そ
の
年
の
農
作
物
の

出
来
不
出
来
を
占
っ
た
。

　

神
事
は
境
内
奥
の
太
占

祭
場
で
、非
公
開
で
行
う
。

25
種
の
作
物
に
つ
い
て
占

い
、
10
段
階
で
結
果
が
出

る
。
今
年
は
豊
作
を
示
す

「
十
」
は
大
根
、
ニ
ン
ジ

ン
、
大
豆
な
ど
17
種
あ
っ

た
。
社
務
所
で
は
結
果
表

を
１
０
0
円
で
頒
布
し
て

い
る
。

　

太
占
祭
は
古
代
に
は
各

地
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
記
録
が
残
る
が
、
現
在

は
、
同
神
社
と
群
馬
県
富

岡
市
の
貫
前
神
社
の
2
社

で
の
み
行
わ
れ
て
い
る
。

大根・ニンジンなど 17
種が「豊作」と出る

組織の活力どう生み出す
都議、市長奪還目指す

青
梅
総
支
部
再
生
へ
プ
ラ
ン

「
節
分
」
と
は
本
来
、

季
節
の
分
か
れ
目
と
い
う

意
味
で
す
。
江
戸
時
代
以

降
は
特
に
２
月
３
日
の
立

春
前
日
を
指
し
ま
す
。
豆

を
ま
く
こ
と
で
邪
気
を
払

い
、
１
年
の
無
病
息
災
を

願
い
ま
す
。

毎
年
宗
禅
寺
で
は
、
立

春
節
分
の
豆
ま
き
会
を
盛

大
に
執
り
行
っ
て
い
ま

す
。
寺
は
昔
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
、
学
び
の

場
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
当
寺
で
は
来
山

い
た
だ
い
た
お
子
様
に
は

全
員
ひ
な
壇
か
ら
豆
を
ま

い
て
も
ら
っ
て
い
て
、
年

男
年
女
の
皆
さ
ま
を
含
め

大
変
多
く
の
人
に
ご
参
加

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
節
分
の
豆
ま
き
の

日
に
併
せ
て
境
内
の
薬
師

堂
に
お
い
て
１
年
の
安
寧

を
祈
願
す
る
法
要
も
執
り

行
っ
て
い
ま
す
。
節
分
祈

祷
の
御
札
は
１
本
２
０
０

０
円
で
、
ど
な
た
で
も
お

求
め
い
た
だ
け
ま
す
。

ご
来
山
い
た
だ
い
た
皆

さ
ま
に
福
豆
を
謹
呈
。
お

子
様
に
は
お
菓
子
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
新
し
い

年
を
迎
え
、
豆
を
ま
い
て

邪
気
を
払
い
、
福
を
招
き

ま
し
ょ
う
。

当
寺
で
は
、
段
取
り
か

ら
進
行
を
「
薬
師
講
」
の

皆
さ
ま
に
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

精
進
料
理
の
準
備
な
ど
は

「
サ
ン
ガ
の
会
」
の
女
性

の
皆
さ
ま
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
感
謝
い
た
し
ま

す
。

２月15日は仏教の祖、お釈迦様のご命日です。
みんなでお経と御詠歌をお唱えして、お釈迦様を讃嘆致します。

宗禅寺涅槃会(釈尊ご命日)
●第98回 土曜講座　２月15日14時～15時半

「羽村の観光の見どころ」
●第97回 土曜講座　１月25日13時～15時半

土曜講座のお知らせ

２月15日は仏教の祖、お釈迦様のご命日です。
みんなでお経と御詠歌をお唱えして、お釈迦様を讃嘆致します。

宗禅寺涅槃会(釈尊ご命日)

羽村市川崎2-8-20　☎042-554-1276   臨済宗建長寺派  宗禅寺

住
職

　高
井
正
俊

毎月１回開催している公開講座です。ご予約ご不要、直接お越しください。

講師：羽村観光協会観光ガイドの皆様

講師：ハープ奏者 太田博子さん

学生さんは

無料
です

お茶代として
￥300

節
分
の
豆
ま
き

自
民
党


